
 

記入例１（大学院用の例） 

（様式第１号） 

西暦○○○○年10月10日 

認定社会福祉士認証・認定機構  

機構長 様 

団体名：学校法人○○○○ ○○大学大学院   

代表者：学 長   教育 一郎     ㊞                 

研修認証申請書 

下記について、関係書類を添えて申請します。 

申請の区分 
■新規申請 

□更新申請⇒（認証年度：２０  年度 認証番号：        ） 

申請対象の 

科目の区分 

■認定社会福祉士⇒ ■共通専門 □分野専門（      ） □その他 

□認定上級社会福祉士 

科目の群 ソーシャルワーク理論系科目群Ⅰ 

科目名（単位数） ソーシャルワーク理論系科目Ⅰ （ ２ 単位） 

認定申請する研修

の名称 
ソーシャルワーク論 

認証申請する期間 

 

※「その他科目」（新規申請）

の場合のみ、いずれか１

つを選択してください。 

□ 今年度の４月１日から３年間 

□ 今年度の９月１日から３年間 

□ 来年度の４月１日から３年間 

□ 来年度の９月１日から３年間 

その他特記事項 
 

 

 

＜提出書類一覧＞ 

■ 様式第1号「研修認証申請書」（本書） 

■ 別紙①「認証申請科目に対する研修の内容」 

■ 別紙②「認証申請する研修の実施体制等（届出事項）」 

■ 様式「研修シラバスと認証用のシラバス対比表」 ※「その他科目」は提出不要 

■ 研修シラバス 

■ 様式「研修認証申請のための申請書類チェックリスト」 

□ 様式「自己評価報告書」（更新の場合のみ）  ※大学院については提出不要 

□ その他（                      ） 

申請担当者  

所 属 学校法人○○○○ ○○大学大学院事務室 

氏 名                                                 ▽▽ ▽▽ 

ＴＥＬ                                                  ＸＸＸ－ＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

ＦＡＸ                                                                ＸＸＸ－ＸＸＸ－ＸＸＸＹ 

E-mail                                                  yy@xx.ac.jp 

通知等送付先 

住所                                           

〒000－0000 

○○県○○市○○9丁目8番 7号 

                                

<機構使用欄> 

受付  

理事会承認  

認証番号  

学校 

之印 



 

（別紙①－１） 

    認証申請科目に対する研修の内容 大学院用  

申請対象の 

科目の区分 

■認定社会福祉／■共通専門 □分野専門（     ）□その他 

□認定上級社会福祉士  

科目群名 ソーシャルワーク理論系科目群Ⅰ 

科目名 ソーシャルワーク理論系科目 

(1)提供する研修について 

研修名 ソーシャルワーク論 

研修目標 
ソーシャルワークの実践理論・モデルと実務を結びつけ、理論・
モデルに基づく対象把握、実践を行うことができる。 

到達目標 

3 つの対象レベル（個人・地域・組織）において、ソーシャルワー
クの実践理論に基づき、対象の統合的な理解・把握、アセスメン
トができる。また、自身の実践の振り返り、改善を行う。 

 含むべき内容  研修プログラム  

研修内容 

（研修プログラム） 

 
 

※「その他科目」の場

合は、右側の「研修

プログラム」欄のみ

記載してください。 

①対象レベル（個人・地
域・組織）におけるソ
ーシャルワーク実践
理論・実践モデルの
活用の実際について
の講義 

 
②演習（チームアプロ

ーチを含む） 

１回：ソーシャルワーク実践理論・モデ
ルについての概論（講義）（①該当） 

２回：システム理論（講義）（①該当） 
３回：行動理論（講義）（①該当） 
４回：心理・社会モデル（講義）（①該当）

ロールプレイ（演習）（②該当） 
５回：生態学モデル（講義）（①該当） 
６回：ライフモデル（講義）（①該当） 
７回：課題中心モデル、問題解決モデル

（講義）（①該当） 
８回：ジェネラリストモデル（講義）（①

該当） 
９回：理論モデルと実践についての考察

Ⅰ（演習）ケースメソッドによる事
例検討を行う。（②該当） 

10 回：理論モデルと実践についての考察
Ⅰ（演習）ケースメソッドによる事
例検討を行う。（②該当） 

11 回：チームアプローチⅠ（講義）組織
内における他職種連携・協働（①該
当） 

12 回：チームアプローチⅠ（講義）地域
における他機関・他職種などとの連
携、協働（①該当） 

13 回：チームアプローチⅡ（演習）ロー
ルプレイ（②該当） 

14 回：理論モデルと実践についての考察
Ⅱ①：自身の実践について理論・モ
デルと結びつけて検討する。グルー
プに分かれて検討を行う。（②該当） 

15 回：理論モデルと実践についての考察
Ⅱ②：自身の実践について理論・モ
デルと結びつけて検討する。自身の
実践について理論・モデルと結びつ

例では、テーマだけを
記載している回があり
ますが、15 回のように
内容がわかるよう各回
について３～５行程度
で内容を説明してくだ
さい。申請書のページ
が多くなっても構いま
せん。  

「その他科目」の申請
では、含むべき内容の
記載は不要です。  
また、含むべき内容と
研修プログラムとの対
照関係（例えば「①該
当」）の記載も不要で
す。  



 

けて検討する。グループに分かれて
検討を行う。（②該当） 

研修方法 
■通学課程（集合研修） 

□通信課程（通信研修） 

 

面接授業（講義、演習） 
 
※認定上級社会福祉士科目の場合は、使用教材について、必ず明記してください。  

研修時間 
○研修時間（ 22.5 時間（90 分×15 コマ） ） 
○スクールアワーの適用の有無 ⇒ （ ■あり ・ □なし ） 

講師要件 

（講師の選定基準） 

本学の専任または非常勤教員 

(2)受講者について  

受講対象 

（受講要件）  

次のいずれについても満たす者 
①社会福祉士有資格者 
②本学大学院の規程により受講を認める者  

※ 記入にあたっては、かならず「研修認証実施要領」を確認すること。  

 

 



 

（別紙②） 

認証申請する研修の実施体制等（届出事項） 

(1)研修の実施予定（※１） 

実施日 

授業期間は、○○○○年 4 月１日～ ○○○△年３月 31 日の半年間。 

授業期間は、○○○△年 4 月１日～ ○○○□年３月 31 日の半年間。 

授業期間は、○○○□年 4 月１日～ ○○○◇年３月 31 日の半年間。 

 学校法人○○○○ ○○大学（○○県○○市） 

開催場所（会場） 学校法人○○○○ ○○大学（○○県○○市） 

 学校法人○○○○ ○○大学（○○県○○市） 

(2)講師（※２） 

担当、氏名及び

略歴 

○○○○ 社会福祉専攻科教授 

職歴 

 XXXX 年～XXXX 年 △△大学 

 XXXX 年～XXXX 年 ○○○大学社会福祉学部 

 XXXX 年から現職 

著書 

 「YYYYYYYYYYYYYYYY」◇◇書房、ＸＸＸＸ年 

 「ZZZZZZZZZZZZZZZZ」□□出版、ＸＸＸＸ年 

その他 

 ○○学会、△△学会会員 

 社会福祉法人○○会理事 

(3)研修履歴の管理体制 

受講履歴の管理

方法 

個人情報については、個人情報保護法による。 
授業の出席、課題の提出状況は、エクセルによる管理。 
履修終了後の修了履歴については、履修管理システムによるデータ管
理。システムでの履歴保存期間は永年とする。 

受講履歴の証明  

履修終了時に修了証を発行。 
修了証を紛失した場合は、所定の手続きを取ることで修了証明書を発
行する。 

※１ 実施予定のすべてを記入してください（必要に応じ、記入欄を追加してください）。 

※２ 認定上級社会福祉士科目は、講師は審査項目になります。（認定申請科目の場合でも、

科目によっては要件を定める場合があります）

 


